
10GbE と 1GbE ノードの混在や複数ノードからの同時送信で、
通信効率がガクッと低下します！

10G iSCSI 1G ノード
パケットバッファが小さいと、

即座にオーバーフローが発生する

パケットロストTCPによる再送 Windowサイズの調整

TCPエンドノードによって・・・

ロストパケットの再送処理が発生し遅延が増大
Windowサイズが調整され転送量が制限されてしまう

その結果、システム効率の低下を引き起こします。

Arista 7048 データセンター・スイッチ
（1000BASE-T 48Port ＋ 10G SFP+ 4Port）

10G iSCSI
1G ノード

超大容量バッファ搭載なので
輻輳時にもパケット・ロスト無く

バッファリング可能

768MB

Arista 7048 は大容量のパケットバッファにより輻輳を抑制し、
通信効率の低下を防ぎます

768MBのパケットバッファは・・・

50ms分のフルポート・バースト・トラフィックを落とすことなくバッファリング。
48ポート上にそれぞれ250フローを維持することができます。

16000KB x 48ポート = 768MB

1ポートあたり、16000kB 必要最大TCPウィンドウサイズ 64kB フロー数：250× =

※フローとは、エンドtoエンドのアプリケーション間通信（一連のTCPコネクション上のやりとり）を指します。
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1G サーバファーム 10G iSCSI ストレージ

10G アップリンク

Arista 7048

基幹スイッチ

10G SFP＋ 4Port
1000Base-T 48Port

・ スイッチング容量 176Gbps
・ パケット処理性能 120Mpps

・3マイクロ秒の低レンテンシー

・768MBのパケットバッファを搭載

輻輳制御

主な性能

リアルタイム性を求められる
システムに最適！！

低遅延性能
予約システムや映像配信など
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